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５ 研究の目的 

 飲酒運転で検挙された者のうち、アルコール依存症ではない者も含めて医学・心理学

的に個別の問題を判定する方法、及び処遇方法を検討することにより、再犯抑止に資す

る知見を提供する。 

 

６ 成果 

 (1) 当初予定していた成果 

    アルコール依存症スクリーニングテストと肝機能損傷の指標から、調査参加者の３～４

割に、アルコール依存症の可能性があると考えられた。断酒を続けていた者は１割に満た

ず、約半数の者が健康上有害とされる飲酒行動をとっていた。一方、約半数の者には、飲

酒行動に顕著な問題は認められなかった。また、飲酒行動やアルコール使用障害の有無と、

飲酒運転への考え方（飲酒運転を正当化する傾向、飲酒運転回避の自信の程度）は、互い

に質の異なる問題であり、飲酒行動だけでなく、飲酒運転への考え方にも個人差が大きい

ことがわかった。 

      飲酒運転に関連が深いとされる性格特性、精神健康、アルコール使用障害の指標に

加えて、違反履歴、飲酒運転への考え方等のデータを使い、飲酒運転者を５種類に分

類した。それぞれの特徴は、以下のとおりである。 

      Ａタイプ(7％)：飲酒運転の前歴がある。有害な飲酒行動をとり、アルコール依存症

が疑われる。衝動性が高く精神的に不安定で、飲酒運転をやめられるという自信の度

合いが低い。 

      Ｂタイプ(21％)：有害な飲酒行動をとる若年者。飲酒運転を正当化し、飲酒運転を

やめようという意識が低い。 

      Ｃタイプ(19％)：飲酒運転の前歴があり、年齢が高い。飲酒量が多く、有害な飲酒



行動に当てはまる者も多い。飲酒運転を二度と繰り返さないという意識は強い。 

      Ｄタイプ(45％)：初犯の若年者。有害な飲酒行動をとっている者が多いが、アルコ

ール依存症が疑われる者は少ない。飲酒運転を繰り返さないという意識は強いが、や

や飲酒運転を正当化する傾向がみられる。 

      Ｅタイプ(8％)：調査時点で意図的に断酒をしている者、あるいは飲酒行動を変えよ

うとしている。飲酒運転を二度と繰り返さないという意識が強い。 

      本研究が提案する判定法は、アルコール使用障害の端緒となる飲酒行動に加えて、

飲酒運転への考え方を調べることにより、個別の問題をより正確に把握し、問題の性

質と深刻さに応じた処遇を行うことに資するものである。 

 (2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 

   飲酒運転と関連の深い、違法薬物及び医薬品の使用が自動車運転に及ぼす影響について

も多くの示唆を得た。このことを契機に、医薬品服用中及び違法薬物乱用中の交通事故に

関する研究を別途実施した。また、アルコール代謝の遺伝型は、飲酒運転者の個別の問題

を判定する際に有効な資料となり得る可能性が示唆された。 

 (3) 当初想定していたが得られなかった成果 

   特になし。 
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